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1１．対象地域および評価対象区間 1

 新潟山形南部連絡道路は、日本海沿岸東北自動車道及び東北中央自動車道を接続する計画延長約80kmの高規格道路で
あり、荒川道路、赤湯バイパスの約11kmが開通済み。鷹ノ巣道路、小国道路、梨郷道路の約25kmが事業中。

 対象地域は新潟県北部に位置する新潟県関川村で、評価対象区間(以下、対象区間)は、県境部の「片貝～金丸」。

計画延長 開通済み延長 事業中延長

約80km 10.8km（約14％） 24.9km(約31％）

新潟山形南部連絡道路

延長約80km

■ 図２ 詳細図

荒川道路
（Ｈ21.3供用）

延長3.6km

鷹ノ巣道路
（事業中）

延長5.0km

梨郷道路
（R5開通予定）
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小国道路
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新発田市
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米沢市
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■ 図１ 広域図

南陽高畠IC
荒川胎内IC

■ 表１ 新潟山形南部連絡道路の整備延長

対象地域
新潟県関川村

対象区間
片貝～金丸

対象区間
片貝～金丸

◎宮城県庁

◎山形県庁

◎福島県庁

◎新潟県庁
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調査中
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凡 例
高規格道路
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調査中
調査中
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2１．対象地域および評価対象区間（国道１１３号） 2

■ 図１ 越後米沢街道のルート図

■ 写真１ 羽越水害直後の状況写真

国鉄米坂線 越後金丸駅 関川村 金丸（S42.10.25）

写真：道の歴史～国道１１３号復旧と改築～ みちへの想い

■ 写真２ 越後米沢街道（新潟県 関川村）

写真：新潟観光ナビHP

鷹ノ巣峠入口 榎峠入口

至 富山県

至

福
島
県

至 秋田県

E7

E7

E8

E49

E13

E48

E4

E48

対象区間
片貝～金丸

越後米沢街道

 「越後米沢街道」は山形県置賜地方から新潟県下越地方に通じる約70kmの旧街道であり、明治17年に現在の国道113
号が完成するまで約360年もの間、物流のための貴重な街道として使用されていた。沿線は中山間地の街道で、この
中に13の峠が存することから「十三峠」と呼ばれており、現在は日本風景街道として登録されている。

 昭和42年の「羽越水害」を契機に、災害復旧事業及び改築事業を直轄で施工し、現在の国道113号の基本形となった。



E7

E8 E49

E13

E48

E4

E13

E45

E13

E48

3１．対象地域および評価対象区間（新潟山形南部連絡道路） 3

■ 図１ 新潟山形南部連絡道路位置図

新潟山形南部連絡道路 約80km

◎宮城県庁

◎山形県庁

◎福島県庁

◎新潟県庁
新潟県

山形県 宮城県

福島県

小国道路
（H31事業化）

鷹ノ巣道路
（H9事業化）

対象区間
片貝～金丸

凡 例
高規格道路

供用中
事業中
調査中
調査中

(対象区間)

一般広域道路
供用中

至 富山県 至 栃木県

至 秋田県 至 岩手県

南陽高畠IC荒川胎内IC

磐越自動車道

 新潟山形南部連絡道路は、新潟県と山形県を相互につなぎ、日本海沿岸東北自動車道、東北中央自動車などの高速道
路と併せて、災害に強い高規格道路ネットワークの形成や地域間のアクセス性向上などを目的とした道路である。

 対象区間に隣接して、鷹ノ巣道路及び小国道路の事業を推進中である。

■ 写真１ 鷹ノ巣道路の状況

至 新潟

至 南陽

■ 写真２ 小国道路の状況

国道113号
至 新潟

至 南陽



計画段階評価

4２．計画段階評価の進め方（案） 4

北陸地方小委員会
（第1回）

■計画段階評価手続き
の進め方(案)

■道路・地域の現状と
課題

■政策目標（案）

■意見聴取方法（案）

意見聴取
（第1回）

●意見聴取内容

・道路・地域の課題

・求められる道路

機能

●意見聴取方法

〈アンケート〉

対象者：地域住民

道路利用者

企業 等

〈ヒアリング〉

対象者：関係自治体

団体

企業 等

北陸地方小委員会
（第2回）

■第1回意見聴取結果

の確認

■政策目標の決定

■評価項目の設定

■対応方針(複数案)

の設定

■意見聴取方法(案)

【令和5年10月20日】

（今回）

意見聴取
（第2回）

●意見聴取内容

・対応方針(複数案)

の検討に際し重視

する項目

●意見聴取方法

〈アンケート〉

対象者：地域住民

道路利用者

企業 等

〈ヒアリング〉

対象者：関係自治体

団体

企業 等

北陸地方小委員会
（第3回）

■第2回意見聴取結果

の確認

■対応方針案(概略

ルート、構造等)

地 方 小 委 員 会

対
応
方
針
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）
の
決
定

……

 計画段階評価は、北陸地方小委員会を３回、意見聴取を２回。
 第１回北陸地方小委員会では、計画段階評価手続きの進め方（案）のほか、道路・地域の現状と課題、政策目標

（案）、意見聴取方法（案）等について議論。



5３．地域の概況（①人口） 5

 対象地域の人口は約5千人で、全国及び新潟県を上回るペースで減少している。
 生産年齢人口の割合が低く、全国と比較して特に20代～40代の割合が低くなっている。
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対象地域（関川村）

資料：国勢調査（R2)

資料：国勢調査（H12年～R2年）
将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）（H27年～R27年）

関川村 新潟県計

人 口（人） 5,144 2,201,272

世帯数（世帯） 1,756 864,750

面 積(k㎡) 299.61 12583.96

人口密度(人/k㎡） 17.2 174.9

■表１ 関川村の人口、世帯数

資料：国勢調査（R2)

■ 図１ 対象地域周辺の人口 ■ 図２ 人口推移と伸び率の比較

■ 図３ 対象地域の年齢別人口（R2)

実測値 ← → 予測値（H27人口ベースの推計値）
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6３．地域の概況（②気象条件） 6

 関川村は全域が特別豪雪地帯に指定されており、国道113号沿線のうち、対象区間は最深積雪が多い区間である。
 新潟県内の主要都市と比較し降雪が多く、年間降雪量は過去10年平均で6ｍを超えている。
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資料：北陸地方整備局、気象庁テレメータ

(cm)

※隣接市および県内主要都市（下越地方、中越地方、
上越地方でそれぞれ最も人口の多い都市を選定）

※県内平均は、新潟県内35観測所の平均

資料：北陸地方整備局テレメータ

資料：気象庁（メッシュ平年値2020最深積雪（年））

(cm)

至 新潟

至 南陽

：気象観測箇所
：特別豪雪地帯
：豪雪地帯

【拡大図】

［金丸地区の状況（R4.12）］

(cm)

金丸観測所

年間降雪量 平均678cm

■ 図１ 豪雪地帯指定図

■ 図３ 新潟県内主要都市における
年間降雪量(H25-R4平均)

■ 図４ 金丸における年間降雪量及び最大積雪深の推移

■写真１ 国道113号の冬期交通状況

■ 図２ 新潟県および山形県の最深積雪(平年値)

対象地域
新潟県関川村

金丸

対象区間
片貝～金丸

年
間
降
雪
量

最
大
積
雪
深

県内平均508cm

：0cm～140cm未満

：140cm～160cm未満

：160cm～280cm未満

：280cm～300cm未満

：300cm以上

国道113号沿線のうち
最深積雪が多い

資料：国土交通省HPをもとに作成

最大積雪深 平均154cm



7３．地域の概況（③交通特性） 7

 国道113号は、新潟県～山形県・宮城県間の利用など日本海側と太平洋側を結ぶ広域的な幹線道路であり、県境を通
過する交通のうち、約75％が100kmを越える長トリップとなっている。

 新潟・山形県境部を利用する交通量の大型車混入率は、新潟県内直轄国道の平均の約２倍である。

大型車

1,225 台/日

(32%)

小型車

2,618 台/日

(68%)

全車
3,843台/日

0-50km

7%

50-100km

17%

100-150km

29%

150-200km

25%

200-

250km

10%

250km

以上

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■ 図１ 国道113号県境通過車両のＯＤ特性(トリップ数) ■ 図２ 国道113号県境通過車両のトリップ長

資料：ETC2.0プローブデータ(R4.10)

■ 図３ 国道113号(県境)の日交通量

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査

N=28,646
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福島県

約75％が100㎞を超えるトリップ

新潟県内直轄国道の
大型車混入率：14％

↓
直轄平均を大きく上回る

至 富山県 至 栃木県

至 秋田県 至 岩手県

資料：ETC2.0プローブデータ(R4.10)

新潟
方面

秋田
方面

胎内市

村上市

小国町

※秋田方面･･･村上市以北、新潟方面･･･胎内市以南、太平洋側地域･･･小国町以東
※内々交通は含まない



8３．地域の概況（④地域間流動） 8

 対象地域周辺では1日400人以上が県境をまたいで通勤・通学しており、日常生活において両県とつながっている。
 通勤・通学時の利用交通手段は自家用車が約9割を占め、自動車保有台数も全国の約1.8倍で自家用車に依存している

地域にとって、県境部の幹線道路である国道113号は重要な路線になっている。
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113人

資料：R2国勢調査

■ 図１ 地域間流動状況（通勤・通学）

■ 図３ 自動車保有状況

資料：自動車保有台数（（一）自動車検査登録情報協会）
新潟県運輸概況（国土交通省北陸信越運輸局）

■ 図２ 関川村における通勤・通学時の利用交通手段

R4.3末時点

資料：R2国勢調査

新潟県内
他市町村

山形県
置賜地区

関
川
村

307人

1,930人

JR米坂線

※１日あたり

県境を跨いで

通勤・通学

約9割が自家用車利用

全国の
約1.8倍

県境
▼

県境を跨いで

通勤・通学

国道113号



9４．道路・地域の現状と課題（①通行規制） 9

 対象区間では過去10年(H25～R4)で28回の通行規制が発生しており、通行規制回数は増加傾向である。
 通行規制のうち約3割が全面通行止めであり、1回あたりの規制時間が国道113号の他区間に比べて長い。
 国道113号は周辺に代替路がないことから、通行止め時は大幅な迂回が必要となり、社会活動に影響を与えている。
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■ 図１ 国道113号通行規制状況（H25～R4）と新潟～山形間の迂回状況
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胎内～片貝 片貝～金丸 金丸～南陽（R5.2 物流事業者ヒアリングより）

※各経路の必要時間：R3全国道路・街路交通情勢調査より算定

［八ツ口大橋 交通事故］

資料：新潟国道事務所資料（H25～R4)

•新潟から山形市・仙台市に向かうには国道113号を利用するため、非常に
重要な道路である。

•通行止めの際は磐越道等への迂回が必要となり、燃料費や高速料金が発
生し経費が掛かり輸送時間も増加する。

資料：物流事業者ヒアリング調査（R5.2)

■ 図３ 対象区間の通行規制の内訳
(H25～R4)

■ 写真１ 通行規制状況

■ 図４ 通行止め時間時間
(H25～R4)

■ 図２ 対象区間の通行規制回数
(H25～R4)
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対象区間 片貝～金丸
通行規制28回

【災害2回、事故26回】胎内～片貝 金丸～南陽

全
面
通
行
止
め
時
間(

時
間/

回)

１回あたりの
通行止め時間が長い

1.8倍増加

約３割が
全面通行止

至 富山県 至 栃木県

至 秋田県

南陽高畠IC
荒川胎内IC

迂回路(国道49号経由)

約290分(約210km)

N=28

資料：新潟国道事務所資料（H25～R4)

資料：新潟国道事務所資料（H25～R4)
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胎内市

村上市

関川村 小国町
飯豊町

長井市

川西町

通行止め時間
約62時間

通行止め時間
約21時間

通行止め時間
約53時間

通行止め時間
約14時間

対象区間
片貝～金丸

E7
新潟県 山形県

【国道113号通行止めによる沿線市町村等の影響 】

【新潟県関川村】
〇役場や民間企業などの村外通勤者約500名の出勤が

困難な状況発生
〇製品出荷や原材料の搬入遅延等の物流に影響

【山形県小国町】
〇小国町全域(約3,000世帯)が孤立状態が発生
〇帰宅困難者(約40名)や町外通勤者が出勤でき
ない状況が発生し、町立病院が休診等の影響。

〇原材料の搬入遅延等の物流に影響(25社)

資料：新潟山形南部連絡道路建設促進要望書(R4.9.26)

[国道113号 関川村金丸地先（R4.8.4）]

資料：小国町企業ヒアリング調査(R4.12)

○通勤経路や輸送ルートが寸断され、入荷や出荷も
8/3(水)～8/6(日)までストップした。迂回路やダブル
ネットワークの確保を期待している

凡例 ■土砂流出 ▲盛土崩壊 ●冠水 通行止め区間

関川村

小国町

至 南陽

至 新潟

資料：ハザードマップ、道路防災情報マップ

資料：新潟国道事務所資料（R4)

至 南陽

至 新潟
写真① 写真②

写真①

写真②

 令和4年8月豪雨により、国道113号では長期間の通行止めが発生し、当該地域周辺は迂回路が無く、通勤や物流等に
おいて大きな影響が生じた。

 対象区間は洪水浸水想定区域や災害監視が必要な箇所が多数あり、通行止めや沿道集落孤立のリスクが高い。

■ 図１ 令和4年8月豪雨による国道113号通行止め状況

■ 図２ 県境部の災害監視区間分布

■ 写真１ 令和4年8月豪雨による国道113号の被災状況

対象区間 片貝～金丸

凡 例

要対策箇所

災害監視が必要な箇所

対策済み箇所

洪水浸水想定区域

至 富山県

至 山形県

荒川胎内IC

■ 写真２
災害監視が
必要な箇所

写真③写真③

擁壁に段差あり
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53百台

123百台

0

50

100

150

200

震災前 震災後

仙台

塩釜港

西日本
方面

山
形
内
陸

酒田
油槽所

新潟
油槽所

震災前：H23.3.1～H23.3.10
震災後：H23.3.13～H23.3.19(百台)

至 南陽

至 新潟

2011/03/15（5：43）

首都圏からの救援物資輸送車
国道７号 神林道の駅H23.3.17］

国道113号 十文字交差点
（山形県境方向）［H23.3.17］

資料：トラカンデータ

 東日本大震災では、塩釜港など太平洋沿岸の港が被災し、物資は新潟港など日本海沿岸の港から幹線道路を利用し、
被災地へ向けて輸送していた。

 国土を横断する国道113号の交通量は約2.3倍に倍増し、災害時の物資輸送ルートとして機能した。

■ 図１ 震災前後の物資輸送の変化（燃料供給）

■ 写真３ 震災後の国道113号の状況

■ 図２ 国道113号の交通量の変化 ■ 写真１ 震災後の状況

■ 写真２ 震災後の状況

機能喪失

約2.3倍

至 南陽

至 新潟

至 富山県 至 栃木県

至 秋田県 至 岩手県
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5

2

7

3

1

4

2

0 1 2 3 4 5 6 7 8

代替路の確保

走行時間の短縮

急カーブ等がない快適な走行環境

安定した所要時間

災害に強い安心感ある道路

夜間等も安心して走れる道路

その他

写真１

0

100

200

300

400

500

67 68 69 70 71 72 73

33%

5%

25%

4%

8%

65%

8%

8%

8%

2%

8%

1%

8%

1%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R113

片貝～金丸

新潟県直轄

正面衝突 車両単独 追突 出会い頭

進路変更時 追越追抜時 すれ違い時 その他

資料：R2物流業者アンケート調査
急
ブ
レ
ー
キ
発
生
件
数
（
件
）

資料：ITARDAデータ(H24-R3)

※急ブレーキは前後・左右加速度0.25G以上の箇所を抽出
資料：道路施設基本データ、ITARDA区間別データ(H24-R3)、ETC2.0(R4.10)

至 南陽

至 新潟

 対象区間は一級河川荒川とＪＲ米坂線に挟まれた狭い区間を通過していることから急カーブや急勾配箇所が多く、幾
何構造に起因すると考えられる正面衝突と車両単独事故が約6割を占め、死亡事故も過去10年で4件発生している。

 物流事業者からは、急カーブ等の幾何構造に対する改善要望が最も多くあげられている。

■ 図３ 物流事業者の国道113号への改善要望

■ 図１ 対象区間の線形不良箇所と急ブレーキ及び死傷事故発生状況 ■ 図２ 事故類型の内訳

■ 写真１ 単独事故の発生状況

70

90

67 68 69 70 71 72 73

地盤高
（m)

砂子沢橋 入水沢橋

八ツ口大橋

下ノ沢橋 上ノ沢橋

金丸大橋

荒谷トンネル
i=4.8％

i=-4.4％

龍ノ髭
トンネル

死傷事故発生箇所
うち死亡事故発生箇所

距離標（kp)

線形不良箇所
（曲線半径150m以下）

線形不良箇所
（曲線半径280m以下）

(件)

入水沢橋

砂子沢橋

八ツ口大橋

下ノ沢橋

金丸大橋

上ノ沢橋

龍ノ髭トンネル

荒谷トンネル

JR越後金丸駅
至

南
陽
市

至

村
上
市

67

68

69 70

71

72

73

対象区間 片貝～金丸

i=4.2％

i=-4.5％
i=3.8％

i=-3.9％

i=-3.5％

＜線形不良箇所＞

曲線半径150m以下
（設計速度60km/hの基準値以下）

曲線半径280m以下

（設計速度80km/hの基準値以下）

縦断勾配4.0%以上の区間

縦断勾配3.0%以上の区間

線形不良箇所周辺で
急ブレーキや事故が多発

距離標（kp)

正面衝突と車両単独で約6割
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56.3km/h

48.4km/h

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

冬期平均旅行速度 降雪時平均旅行速度

平
均
旅
行
速
度

(
ｋ

ｍ
/
ｈ
）

52 47 42

33
39 39 39

27

36
45 48 48

0

20

40

60

80

平
均
速
度

連続降雪24cm/4h 連続降雪15cm/4h

(km/h)

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

至 南陽

至 新潟

金丸 R2.12

資料：トラカンデータ(R4.12～R5.2)

※対象路線：国道7号、国道49号、国道17号
(国道8号・国道18号はデータが無いため対象外)

※降雪時：R4.12～R5.2の期間中に日降雪量が最も多い日

八ツ口大橋 H29.2

至 新潟

至 南陽

資料：ETC2.0(R4.12～R5.2)※対象日 ：令和4年12月19日(金丸地区：R4.12～R5.2の期間中に日降雪量が最も多い日)
対象区間：国道113号 67kp～73kp区間

■ 図２ 国道113号(片貝～金丸）区間における降雪時の速度低減

冬期平均速度58.5km/h

降雪時の平均速度40.0km/h

 対象区間は山間部に位置し、急勾配箇所や地吹雪等の発生リスクの高い場所が点在しており、新潟県内の他の県境部
に比べ降雪時の速度低下が大きく、冬期の走行環境に課題を有する。

 また、雪庇処理等の冬期道路管理に伴う通行規制により、冬期の安定した走行確保に課題を有する。

■ 図１ 対象区間の冬期課題箇所

■ 図３ 他地域における県境部の
降雪時速度

■ 写真１
国道113号の冬期の状況
（吹雪による視程障害）

■ 写真２
国道113号の冬期の状況
（雪庇処理に伴う交通規制）

入水沢橋

砂子沢橋

八ツ口大橋

下ノ沢橋

金丸大橋

上ノ沢橋

龍ノ髭トンネル

荒谷トンネル

JR越後金丸駅

67

68

69 70

71

72

73

写真１

写真２

対象区間 片貝～金丸

＜線形不良箇所＞

曲線半径150m以下

（設計速度60km/hの基準値以下）

曲線半径280m以下

（設計速度80km/hの基準値以下）

縦断勾配4.0%以上の区間

縦断勾配3.0%以上の区間

＜冬期視程障害箇所＞

吹払い柵設置区間

平均約19㎞/h
低下

約8㎞/h低下

最大で
約32㎞/h低下

至

南
陽
市

至

村
上
市
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【生産地別(輸出)】

【消費地別(輸入)】

資料：国土交通省港湾局(2021年速報値)

資料：H30全国輸出入コンテナ貨物流動調査結果

資料：H30全国輸出入コンテナ貨物流動調査結果

資料：H30全国輸出入コンテナ貨物流動調査結果

資料：ETC2.0プローブデータ(R4.10)

■ 図１ 日本海側港湾のコンテナ取扱量

■ 図４ 新潟港におけるコンテナ輸送手段

■ 図２ 新潟港における県外取扱貨物量 ■ 図３ 新潟港を起終点とする貨物用途車の
県外トリップ内訳

重要物流道路

日本海側第１位

至

富
山
県

至 山形県■釜山航路 ：週３便運航
■中国・釜山航路：週４便運航
■中国航路 ：週２便運航

東北
方面

新潟港

関東
方面

北陸
中京
方面

19％

62％

19％

※1 新潟県を除く
※2 山形県・宮城県を除く

※1 新潟県を除く
※2 山形県・宮城県を除く

山形

631ｔ
（50%）

北陸※1

274ｔ
（22%）

関東

222ｔ
（17%）

東北※2

104ｔ
（8%）

宮城

8ｔ（1%）

その他

23ｔ（2%）

東北

9,492ｔ
（68%）

山形

1,521ｔ
（11%）

宮城

929ｔ
（7%）

関東※2

911ｔ
（6%）

北陸※1

666ｔ（5%）

その他

482ｔ（3%）

 国際拠点港湾である新潟港は、北東アジア地域の拠点港湾として、釜山港等を中心に週９便の定期コンテナ航路が就
航するなど、本州日本海側最大のコンテナ取扱量を誇る。

 県外取扱貨物の多くは東北方面で生産・消費されており、トレーラー輸送を主とする新潟港にとって、新潟～山形県
間の最短経路である国道113号は物流を支える重要な役割を担っており、信頼性の高いネットワークが求められる。



15４．道路・地域の現状と課題（⑦地域産業の支援） 15

 山形県小国町には、世界シェア１位（65%を占める）を含む数多くの半導体関連製品を供給している企業が立地して
おり、半導体製造のサプライチェーンにおいて重要な役割を担っている。

 令和4年8月豪雨によって国道113号が通行止めになったことで、従業者が帰宅困難となる他、発送に遅延が生じる等
の影響が発生。新潟山形南部連絡道路が整備されることで、ダブルネットワークの確保が期待されている。

E7

E8

E49

E13

E48

E4

事業所

対象区間

●原材料と製品の輸送には国道113号が不可欠であり、迂回路や
ダブルネットワークが確保されることを期待している。

資料:小国町立地企業ホームページ、パンフレット

■ 図２ 国道113号通行止めによる影響（令和4年8月豪雨）■ 図１ 国道113号を利用した半導体関連製品の物流概要

至 富山県

至 秋田県

南陽高畠IC

荒川胎内IC

新潟港

原材料を輸入

・炭化珪素粉
・カーボン粉
・石英粉等

半導体製造

②小国町の事業所

①

②

③

①新潟港

原材料を加工して
半導体製造工程で
必要な材料を製造

③国内外

国道113号を
利用して出荷

国道113号を
利用して入荷

世界シェア65%

新潟方面の従業員が
帰宅できなくなった

(20名以上)

・原材料の入荷や製品出荷が
３日間停止した

・規制解除後も通常輸送に
戻るまで１週間を要した

原材料 製品

北米、アジアなど

小国町

成田空港

至 栃木県

小国町

デジタル機器、
電化製品など

：原材料の輸送ルート

：製品の輸送ルート

：新潟方面の通勤ルート

：国道113号通行止め



E7

E8 E49

E13

E48

E4

E48

0 50 100 150 200

16

４．道路・地域の現状と課題（⑧道路の速達性） 16

現所要時間
【12時間平均旅行速度】

全線整備後の
所要時間
【設計速度】

■ 図１ 新潟山形南部連絡道路位置図 ■ 図２ 所要時間の比較（新潟市～山形市間）

176分

140分

※全線整備後の設計速度は全区間80km/h、延長は現道の延長で算出している。
資料： R3全国道路・街路交通情勢調査

新潟山形南部連絡道路 約80km

◎山形県庁

◎福島県庁

◎新潟県庁
新潟県

山形県 宮城県

福島県

対象区間
片貝～金丸

■ 写真１ 荒川道路供用後の状況

凡 例
高規格道路

供用中
事業中
調査中
調査中

(対象区間)

一般広域道路
供用中

36分短縮

至 富山県 至 栃木県

至 秋田県

南陽高畠IC荒川胎内IC

至 南陽

至 新潟

 新潟山形両県の県庁所在地である新潟市から山形市までの高規格道路のうち、最短経路である新潟山形南部連絡道路
で唯一未整備区間が残っている。

 新潟山形南部連絡道路が全線整備された場合、新潟市から山形市までの所要時間は約36分短縮される見込みであり、
現在の道路規格では高規格道路としての速度サービスが不十分な状況である。
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 関川村の脳血管疾患による死亡率は県内1位であり、対象区間周辺集落から村上市・新発田市内の病院への救急搬送
は国道113号を利用しているが、急カーブ区間等の走行環境に課題を有する。

 山形県小国町では、出産や人工透析など一部の医療サービスを新潟県側の医療機関に依存しており、救急医療機関へ
の搬送時間の短縮や搬送時の安全性確保など、迅速な救命救急活動の支援が必要。

県立坂町病院

119件

村上総

合病院

71件

県立新発田病院

55件

その他

24件

国道113号を
利用した救急搬送

269件/年

■ 図１ 脳血管疾患による死亡率
（R2)
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関川村 新潟県平均 全国

・H20年9月から小国町立病院での分娩が休止となり、町外に
100％依存

・小国町の出生者のうち約１割が新潟県で出産

(H28～R2年度の出生者数159人のうち15人が新潟県で出産)

「出産」の場合

・小国町立病院に透析環境はなく、1～3回/週の通院頻度

・小国町の人工透析患者のうち約２割が新潟県内の病院に通院

(R2年度の透析患者数25人のうち4人が新潟県に通院

「人工透析」の場合

資料：村上消防本部へのヒアリング結果(R4)

（件数は2012年～2021年の年平均）

 カーブ区間の走行には気を付けている。
 搬送時はストレッチャーで横になって搬送するこ

とが多いので、特に揺れを感じやすいため速度は
あまり出せない状況にあるが、救急活動はいち早
く対応する必要があるため、走行の訓練をしてい
る。

 脳血管疾患患者の搬送は揺れや振動等の影響が無
いようにする必要がある

資料：村上市消防本部へのヒアリング結果（R4)より

資料：新潟県 人口動態統計月報年計(概数)の概況
（厚生労働省）

(10万人対)

資料：小国町資料

■ 図３ 救急搬送における国道113号の利用状況

■ 山形県小国町の医療サービス状況

■ 図２ 村上消防本部関川分署の
搬送件数

■ 搬送時の課題

新発田市

胎内市

村上市

関川村
小国町

E7

県立新発田病院
（第三次救急医療機関）

村上総合病院

県立坂町病院
小国町立病院

村上市消防本部
関川分署

対象区間

新潟県 山形県

死亡率
新潟県1位

至 新潟市

至 山形県

至

南
陽
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荒川胎内IC



資料：旅行事業者ヒアリング(R3.10)

18４．道路・地域の現状と課題（⑩観光） 18

●：主な観光施設

資料：新潟県HP、関川村提供、道の駅HP、山形県観光者数調査
置賜・村上岩船地域観光連携推進委員会

大したもん蛇まつり

地域文化交流施設「ちぐら」
（道の駅関川）

資料：台湾旅行会社HPをもとに作成
写真：やまがたへの旅 山形県公式観光サイト

来場者数:約1.3万人(R1)

来場者数:約30万人(R3)

渡邊邸(重要文化財)

来場者数:約3万人(H27)

来場者数:約20万人(H27)

えちごせきかわ温泉郷

共同イベントの開催 共同パンフレットの作成

道の駅白い森おぐに

来場者数:約19万人(R3)

■ 図１ 対象地域内の観光施設および広域観光連携

■ 図３ 国道113号を利用したインバウンド観光周遊ルート

 山形・新潟は冬期のインバウンド観光の
ポテンシャルは高い

 国道113号は通行止めのリスク等があ
り、周遊ツアーの企画や安定した運行に
支障がある

対象区間
片貝～金丸

0

20

40
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80

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

新潟県 山形県

■ 図２ 外国人宿泊者数の推移

銀山温泉

樹氷

雪景色（小国町）

増加傾向

資料：観光庁宿泊統計調査

(万人)

 対象地域の主要な観光施設は国道113号沿線に立地しており、対象地域を含む岩船地域や置賜地域ではイベントやパ
ンフレット作成などの連携により広域的な観光に向けて取り組んでいる。

 新潟空港の国際線が令和5年1月に再開され、国道113号を利用したインバウンドツアーの再開が期待されるが、国道
113号は通行止めのリスク等が存在し、周遊ツアー等の広域観光を支える路線として安定性に課題を有する。
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9５．政策目標（案）の設定 19

課題 原因

道路の
信頼性
速達性

○地域を支える幹線道路が脆弱
・令和4年8月豪雨をはじめ、災害・事故に
伴う通行規制が多発

・通行止め時は広域迂回が必要
・都市間の連絡速度が低い

○災害リスクの存在
○代替路がない
○高規格道路としての未整備が存在

事故

○重大事故の多発
・過去10年で死亡事故が4件発生
・正面衝突、車両単独事故の割合が多い
・降雪時は走行速度が大きく低下

○線形不良箇所が多数存在
○地吹雪等の発生リスクが存在

物流
産業

○物流ネットワークが脆弱
・取扱量が多い新潟港と東北間の重要な輸
送ルート

・通行止め時に原材料の入荷や製品出荷に
影響

○災害リスクの存在
○代替路がない

医療

○救急搬送環境が不十分
・脳血管疾患による死亡率が県内第１位
・急カーブ等の走行に注意しながら救急搬
送

・搬送時間の短縮と安静搬送が課題

○線形不良箇所が多数存在

観光

○観光周遊ルートが不安定
・広域的な観光周遊ルートであるが通行止
めリスクが高くツアー企画や安定運行に
支障

○災害リスクの存在

信頼性の高い
道路ネットワークの確保

安全な交通環境の確保

安定的な
物流ルートの確保

安定した
救急搬送環境の確保

観光振興の支援

政策目標（案）



2
0５．政策目標（案）の設定 （地域の将来像） 20

＜新潟県＞ 新潟県総合計画（平成３１年３月策定（令和４年４月改訂）） 該当政策目標(案)

災害から県民の命と
暮らしを守るハード
対策の強化

〇自然災害が発生しても人の命が守られ、救命・救急活動が迅速に行え、生活・経済活動を早期に回復
させるため、避難路や緊急輸送道路の確保、市町村等と連携した住宅・建築物の耐震化、早期復興を
想定したまちづくり等の事前復興を推進する。

・信頼性の高い道路ネットワー
クの確保

・安定した救急搬送環境の確保

高速道路網等の整備

〇物流の効率化や観光・交流の促進及び災害時における道路の多重性を確保するため、広域道路ネット
ワークの構築を図る。

・安定的な物流ルートの確保
・観光振興の支援

〇高速道路網を補完し、地域間相互の交流・連携を促進する地域高規格道路や直轄国道において、安
全・安心を確保するため、道路ネットワーク整備や防災対策等を促進する。

・信頼性の高い道路ネットワー
クの確保

・安全な交通環境の確保

広域観光連携の推進
○広域的に移動する外国人旅行者を本県に取り込んでいくため、東北・関東地方や上越・北陸新幹線沿

線の近隣県との連携による広域周遊ルートの形成促進や開発・提案、観光プロモーション、情報発信
などに取り組み、広域観光連携を推進する。

・観光振興の支援

＜関川村＞ 第６次関川村総合計画（令和３年２月策定） 該当政策目標(案)

幹線道路の整備

〇高速道路（日本海沿岸東北自動車道）と地域高規格道路（新潟山形南部連絡道路）の整備促進及び計
画区間の早期事業化のため、沿線市町村と連携し、関係機関への要望活動を強化します。特に現在事
業が進められている地域高規格道路（鷹ノ巣道路・小国道路）については、救急・高次医療の搬送時
間短縮や災害時等における国道 113 号の迂回路及び九ケ谷地区住民の重要な生活道路として、また、
物流事業者等への信頼性の確保、周遊観光ルートの確立などの観点からも早期完成を強く望んでおり、
全線開通に向け強く働きかけを行うこととします。

・信頼性の高い道路ネットワー
クの確

・安全な交通環境の確保
・安定的な物流ルートの確保
・安定した救急搬送環境の確保
・観光振興の支援

＜山形県＞ 第４次山形県総合発展計画（平成２７年１０月策定（令和２年３月改訂）） 該当政策目標(案)

地域間・地域内交通
ネットワークの充実
強化

〇内陸と庄内をはじめ、県内地域間、本県と近隣県の交流を支える、利便性が高く、冬季や災害時など
でも安定的につながる、地域高規格道路等の横軸道路など幹線道路網の整備及び機能強化を促進する。

・信頼性の高い道路ネットワー
クの確保

災害に強い強靭な
県土づくり

○橋梁の耐震補強や落石防護柵の設置など道路施設の防災対策や緊急輸送道路等の整備・確保、水害・
土砂災害・津波災害などの危険性が高い箇所における防災関連のインフラ整備を推進する。道路や鉄
道、航空等の交通基盤について、災害時等における広域的な機能代替や補完（リダンダンシー）を考
慮した整備や機能強化等を推進する。

・信頼性の高い道路ネットワー
クの確保

・安定した救急搬送環境の確保

置賜地域の発展に向
けた主な取組

〇新潟山形南部連絡道路の早期整備に向け、隣県等との連携を強化するとともに、一般国道287号米沢長
井道路の整備を進め、置賜地域の高速交通ネットワークを充実強化していく。

・安全な交通環境の確保
・安定的な物流ルートの確保
・観光振興の支援



2
1６．意見聴取方法（案） （調査概要） 21

調査対象者 調査手法

地域住民 ・関川村(約1,800世帯/R2国勢調査)
・広報誌等への折込による全戸配布
・郵送回収、WEB回答

事業者
・周辺立地企業(関川村、小国町)
・対象区間の利用企業：利用実績のある物流事業者

・郵送配布・郵送回収(150社程度想定)
※WEB回答も想定

道路利用者
・広域の道路利用者(回収ボックス設置箇所※)
※関川村・小国町

・WEBアンケート
・留置アンケート(役場・道の駅等に設置)

◆アンケート調査対象(案)

◆ヒアリング調査(案)

項目 調査対象

交通事業者 バス事業者(路線・高速) 2団体

警察・消防 新潟県警本部(村上署)、村上消防本部 2団体

物流
新潟県トラック協会、物流事業者(2
社)

3団体

医療機関 坂町病院、小国町立病院 2団体

沿線企業等 主要企業(製造業・観光関連他) 5社

自治体等 新潟県、関川村 2団体

◆広報計画(案)

●意見聴取の概要
①実施目的：道路・地域の課題と、求められる道路機能に関する意見を収集

②実施主体：国土交通省北陸地方整備局 羽越河川国道事務所

③周知方法：ホームページ(バナー)、新聞広告、チラシ、ポスター、自治体広報、記者発表

④配布方法：ＷＥＢ回答、郵送配布、会報配布、役場・道の駅等へのアンケート設置

⑤回収方法：ＷＥＢ回答、郵送回収、役場等の回収ボックス(設置箇所は調整)

⑥意見聴取の期間：1～2ヶ月程度

⑦意見聴取の対象：下表の通り

対象区間

情報提供の項目

・地元新聞でアンケート協力を呼び掛ける広告を掲載
・羽越河川国道事務所・関川村ホームページに意見聴取バナー
を設置し広報を実施

・関川村で発行される広報誌等に協力を呼び掛ける紙面を掲載
・羽越河川国道事務所等のSNS（X(旧Twitter)等）や広報パネル
の設置を通じて幅広く広報を実施

・オープンハウス等のイベントを開催し、地域関係者や道路利
用者に対し、直接説明する機会を設ける。
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●意見聴取の内容について
意見聴取の内容は基礎的な情報に加え、地域の課題・政策目標(案)に対する意見を聴取

聴取事項①：対象区間の利用状況について

問１ 国道113号(対象区間)の道路利用についてお聞きします。
(該当するものを１つ選んでください）

①利用頻度
１.週に５回以上 ２.週に３～４回
３.週に１～２回 ４.月に１～２回
５.年に数回 ６.利用していない(問２へ)

②利用目的
１.通勤・通学 ２.通院 ３.家事・買い物
４.仕事（運送・営業等） ５.観光・レジャー
６.その他(括弧内にご記入ください)

③主な交通手段
１.自動車 ２.公共交通(バス・タクシー)
３.バイク ４.自転車 ５.徒歩

【地域住民用】 【事業者・道路利用者用】

問１ 国道113号(対象区間)の道路利用についてお聞きします。
(該当するものを１つ選んでください）

①利用頻度
１.週に５回以上 ２.週に３～４回
３.週に１～２回 ４.月に１～２回
５.年に数回 ６.利用しない(問２へ)

②利用目的
１.通勤・通学 ２.通院 ３.家事・買い物
４.仕事（運送・営業等） ５.観光・レジャー
６.その他(括弧内にご記入ください)

③主な交通手段
１.乗用車 ２.大型貨物 ３.小型貨物
４.その他(括弧内にご記入ください)

聴取事項②：政策目標（案）道路・地域の課題について[共通]

問２ 対象区間にはどのような課題があると思いますか？以下の①～④の各項目について、当てはまる番号１つを選んでください。

①災害や天候による影響を受けやすい ＜信頼性の高い道路ネットワークの確保＞

「問題と思わない」～「問題と思う」の
４段階で評価

②交通事故の危険があり安全性が低い ＜安全な交通環境の確保＞

③通行止めが多く物資輸送が不安定 ＜安定的な物流ルートの確保＞

④観光ルートで使用する際に悪天候や災害といったリスクを感じる ＜観光振興の支援＞

⑤走行環境が悪く救急搬送に支障がある ＜安定した緊急搬送環境の確保＞

問３ 「問２」で提示した課題以外に、課題だと感じていることがあれば具体的に記載してください。(自由記述)

聴取事項③：その他意見

問４ 「新潟山形南部連絡道路」全体について、ご意見ありましたら、ご自由にお書きください。



新潟山形南部連絡道路（片貝～金丸区間）
道路計画に関する第１回アンケート調査

かたかい かなまる

●関川村片貝～金丸間の国道113号(対象区間)は県境部に位置し、災害や事故による通行
止めの多発など様々な課題を抱えている区間です。

●本アンケートは、対象区間の課題を解決するための道路計画の検討にあたり。皆様が日ごろ
感じている道路交通の課題等について、ご意見をお聞きするために実施する調査です。

※ご意見は統計的に処理し、住所・氏名や個人の意見等が特定されることはございません。

アンケートの回答方法

みなさまのご意見お待ちしています。

ご協力よろしくお願いします。

SETP
１

SETP
２

-本紙の裏面です-

SETP
３

WEBで回答する 以下のどちらかの方法でお答えください

※お一人様１回のご回答をお願いいたします。

①スマートフォンから ②パソコンから

スマートフォンで
右の二次元バーコードを
読み込みアクセスしてください
回答フォームが開きます。

「羽越河川国道事務所」
で検索し、
“新潟山形南部連絡道路
片貝～金丸“のバナーを
クリックしてください。

実施期間

●／●まで令和５年

新潟山形南部連絡道路
片貝～金丸

ご意見
募集中

はがきで回答する

①お近くの
郵便ポストに投函

②

回収ボックスに投函

羽越河川国道事務所、関川村役場
公共施設、道の駅等の

同封の質問票に付属しているはがきに回答を記入いただき、
以下のどちらかの方法で返信してください。

-質問票はこちらです-

みなさまのご意見をお聞かせください

アンケートのご回答は令和●年●月●日(●)までにお願いします。

今回のアンケートと

道路計画の流れ

地域や道路交通の
現状と課題の整理

アンケート

道路交通・
地域の課題把握

政策目標の設定
対応方針案の検討

アンケート

ルート案に対する
意見の把握

対応方針案の決定

今回

国土交通省 北陸地方整備局 羽越河川国道事務所 工務第二課

  TEL 0254-62-3211

 E-mail ●●●●●@mlit.go.jp

お問い

合わせ

資料○
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●調査票(案)

①調査概要(A3)



新潟山形南部連絡道路(片貝～金丸区間)が抱える課題

１

至 南陽

至 新潟
至 南陽

至 新潟

２

３ ５４

新潟港

■釜山航路 ：週３便運航
■中国・釜山航路：週４便運航
■中国航路 ：週２便運航

東北
方面

関東
方面

北陸
中京
方面

62％

19％

19％

重要物流道路

国土交通省 北陸地方整備局 羽越河川国道事務所

●山形市

●
新潟市

新潟県

山形県

宮城県

福島県

迂回路(国道49号経由)

約290分(約210km)

最短経路(国道113号経由)

約220分(約160km)

対象区間 片貝～金丸
通行規制28回

【災害 2回、事故26回】胎内～片貝 金丸～南陽

天
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銀山温泉(散策)
樹氷
立石寺
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瀬波温泉

新潟空港
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観光周遊ルート

立ち寄り箇所
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関川村 新潟県平均 全国

(10万人対)

死亡率
新潟県1位

対象区間 片貝～金丸
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90
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地盤高
（m)

砂子沢橋 入水沢橋

八ツ口大橋

下ノ沢橋 上ノ沢橋

金丸大橋

荒谷トンネル
i=4.8
％

i=-4.4％

龍ノ髭
トンネル

距離標（kp)

72

i=4.2
％

i=-4.5％
i=3.8％

i=-3.9％

i=-3.5％

至 南陽

至 新潟

：急カーブ区間
：急勾配区間
：死傷事故発生箇所
：うち死亡事故発生箇所

＜凡例＞
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●調査票(案)

②道路の課題(A3)
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●調査票(案)

③調査票[地域住民用] (A4裏表)

(1)利用頻度

(3)主な交通手段

質問③「新潟山形南部連絡道路」全体について、ご意見ありましたら、
ご自由にお書きください。

6 （ ）

E.走行環境が悪く救急搬送に支障がある 1 2 3 4

質問②-2「問②-1」で提示した課題以外に、課題だと感じていることがあれば
具体的に記載してください。

C.通行止めが多く物資輸送が不安定 1 2 3 4

D.観光ルートで使用する際に悪天候や災害といった
リスクを感じる

1 2 3 4

A.災害や天候による影響を受けやすい 1 2 3 4

B.交通事故の危険があり安全性が低い 1 2 3 4

質問②-1 対象区間の道路利用についてお聞きします。
[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

項目 問題と
思わない

あまり問題
と思わない

やや問題と
思う

問題と
思う

1 2 3 4 5

5
(2)利用目的

1 2 3 4

質問①対象区間の道路利用についてお聞きします。
[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

1 2 3 4 5 6

ご自由にご記入ください
例：迂回路がないので、通行止め時は通勤に支障

が生じている。

ご自由にご記入ください
例：国道113号は唯一の幹線道路なので、災害の

影響が少ない道路整備を希望する。

回答が終わりましたら以下のどちらかの方法で返信ください。

①郵便ポストに投函

②
回収ボックスに投函
羽越河川国道事務所、関川村役場、公共施設、道の駅等の

お近くの郵便ポストに投函してください。

羽越河川国道事務所、関川村役場、
公共施設、道の駅等に設置の回収ボック
スに投函してください。

※より多くの方にご意見をお聞きするため
回答ハガキは各世帯に２枚送付しています。

ご家族やお知り合いの方でご協力いただける場合は、
お手数ですがアンケート票をお近くの役場等に設置し
ておりますの、そちらをご利用ください。

アンケートのご回答は

令和●年●月●日(●）

までにお願いいたします。

●表面の質問を読み、あてはまる番号１つに〇をつけてください。
●自由記述欄はご自由に意見を記入ください。

新潟山形南部連絡道路(片貝～金丸区間)アンケート回答欄

(1)利用頻度

(3)主な交通手段

質問③「新潟山形南部連絡道路」全体について、ご意見ありましたら、
ご自由にお書きください。

6 （ ）

E.走行環境が悪く救急搬送に支障がある 1 2 3 4

質問②-2「問②-1」で提示した課題以外に、課題だと感じていることがあれば
具体的に記載してください。

C.通行止めが多く物資輸送が不安定 1 2 3 4

D.観光ルートで使用する際に悪天候や災害といった
リスクを感じる

1 2 3 4

A.災害や天候による影響を受けやすい 1 2 3 4

B.交通事故の危険があり安全性が低い 1 2 3 4

質問②-1 対象区間の道路利用についてお聞きします。

[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

項目
問題と
思わない

あまり問題
と思わない

やや問題と
思う

問題と
思う

1 2 3 4 5

5

(2)利用目的

1 2 3 4

質問①対象区間の道路利用についてお聞きします。
[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

1 2 3 4 5 6

ご協力ありがとうございました。

新潟山形南部連絡道路(片貝～金丸区間)アンケート回答欄

(1)利用頻度

(3)主な交通手段

質問③「新潟山形南部連絡道路」全体について、ご意見ありましたら、
ご自由にお書きください。

6 （ ）

E.走行環境が悪く救急搬送に支障がある 1 2 3 4

質問②-2「問②-1」で提示した課題以外に、課題だと感じていることがあれば
具体的に記載してください。

C.通行止めが多く物資輸送が不安定 1 2 3 4

D.観光ルートで使用する際に悪天候や災害といった
リスクを感じる

1 2 3 4

A.災害や天候による影響を受けやすい 1 2 3 4

B.交通事故の危険があり安全性が低い 1 2 3 4

質問②-1 対象区間の道路利用についてお聞きします。

[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

項目
問題と
思わない

あまり問題
と思わない

やや問題と
思う

問題と
思う

1 2 3 4 5

5

(2)利用目的

1 2 3 4

質問①対象区間の道路利用についてお聞きします。
[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

1 2 3 4 5 6

ご協力ありがとうございました。

新潟山形南部連絡道路（片貝～金丸区間）

道路計画検討に関する第１回アンケート調査
はがき回答票
地域のみなさま用

A～Cで該当する主なものを１つ選んで、番号に〇をつけてください。
「その他」を選択された方は括弧内に具体的な内容をお書きください。

Ａ.利用頻度

１.週に５回以上 ２.週に３～４回
３.週に１～２回 ４.月に１～２回
５.年に数回
６.利用していない（質問②へ）

Ｂ.利用目的
１.通勤・通学 ２.通院
３.家事・買い物 ４.仕事(運送・営業等)
５.観光・レジャー６.その他

Ｃ.主な
交通手段

１.自動車 ２.公共交通(バス・タクシー)
３.バイク ４.自転車 ５.徒歩

対象区間の課題A～Eについて、「問題と思う」～「問題と思わない」
の４段階で評価してください。

A.災害や天候による影響を受けやすい

B.交通事故の危険があり安全性が低い

C.通行止めが多く物資輸送が不安定

D.観光ルートで使用する際に悪天候や災害といったリスクを感じる

E.走行環境が悪く救急搬送に支障がある

質問②-1

質問②-2

「問②-1」のA～Eの課題以外に、対象区間で
課題と感じることがあれば、具体的に記入してください。

質問③

「新潟山形南部連絡道路」全体について、ご意見がありましたら、
ご自由にお書きください。

国道113号(対象区間)の道路利用について質問①

国道113号(対象区間)の課題について

その他の課題について

新潟山形南部連絡道路について
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●調査票(案)

④調査票[事業者用・道路利用者用] (A4裏表)

新潟山形南部連絡道路 (片貝～金丸区間)

道路計画検討に関する第１回アンケート調査

新潟県関川村片貝地区から金丸地区の国道113号の道路計画を検討するに
あたり、皆様のご意見をお聞かせください。

実施期間

●／●まで令和５年

新潟山形南部連絡道路
片貝～金丸

ご意見
募集中

●詳しくは「北陸地方整備局 羽越河川国道事務所のHP」
へアクセス願います。

●WEBによる回答を行う場合は下記の二次元バーコードか、
「羽越河川国道事務所」で検索し、右記のバナーから
アクセスしてください。

回答はがきはがき回答票

国土交通省 北陸地方整備局 羽越河川国道事務所 工務第二課

TEL ０２５４-６２-３２１１ E-mail ●●●●●@mlit.go.jp

お問合せ

(平日9:00～17：00)

◆返信方法

◆本アンケートについて

このアンケートは対象区間沿線に立地もしく
は利用が想定される製造業、運送業、観光業等
の事業所に配布しています。

回答にあたり、企業(または部署)としての回
答をお願いいたします。

各事業者配布のアンケートは、各事業所１通分
の送付としております。
また、ＷＥＢからの回答も可能となっておりま
す。

以下のいずれかで返信をお願いします。
①お近くの郵便ポストに投函をお願いします。

②羽越河川国道事務所、関川村役場、公共施
設、道の駅等に設置の回収ボックスに投函
をお願いします。

◆締切 令和●年●月●日(●)

はがき回答票
事業者用・道路利用者用

●表面の質問を読み、あてはまる番号１つに〇をつけてください
●自由記述欄はご自由に意見を記入ください。

(1)利用頻度

(3)主な交通手段

質問③「新潟山形南部連絡道路」全体について、ご意見ありましたら、
ご自由にお書きください。

6 （ ）

E.走行環境が悪く救急搬送に支障がある 1 2 3 4

質問②-2「問②-1」で提示した課題以外に、課題だと感じていることがあれば
具体的に記載してください。

C.通行止めが多く物資輸送が不安定 1 2 3 4

D.観光ルートで使用する際に悪天候や災害といった
リスクを感じる

1 2 3 4

A.災害や天候による影響を受けやすい 1 2 3 4

B.交通事故の危険があり安全性が低い 1 2 3 4

質問②-1 対象区間の道路利用についてお聞きします。

[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

項目
問題と
思わない

あまり問題
と思わない

やや問題と
思う

問題と
思う

1 2 3 4 5

5

(2)利用目的

1 2 3 4

質問①対象区間の道路利用についてお聞きします。
[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

1 2 3 4 5 6

ご自由にご記入ください
例：迂回路がないので、通行止め時は通勤に支障

が生じている。

ご自由にご記入ください
例：国道113号は唯一の幹線道路なので、災害の

影響が少ない道路整備を希望する。

新潟山形南部連絡道路(片貝～金丸区間)アンケート回答欄

(1)利用頻度

(3)主な交通手段

質問③「新潟山形南部連絡道路」全体について、ご意見ありましたら、
ご自由にお書きください。

6 （ ）

E.走行環境が悪く救急搬送に支障がある 1 2 3 4

質問②-2「問②-1」で提示した課題以外に、課題だと感じていることがあれば
具体的に記載してください。

C.通行止めが多く物資輸送が不安定 1 2 3 4

D.観光ルートで使用する際に悪天候や災害といった
リスクを感じる

1 2 3 4

A.災害や天候による影響を受けやすい 1 2 3 4

B.交通事故の危険があり安全性が低い 1 2 3 4

質問②-1 対象区間の道路利用についてお聞きします。

[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

項目
問題と
思わない

あまり問題
と思わない

やや問題と
思う

問題と
思う

1 2 3 4 5

5

(2)利用目的

1 2 3 4

質問①対象区間の道路利用についてお聞きします。
[最も当てはまる番号を１つ選んでください。]

1 2 3 4 5 6

ご協力ありがとうございました。

A～Cで該当する主なものを１つ選んで、番号に〇をつけてください。
「その他」を選択された方は括弧内に具体的な内容をお書きください。

Ａ.利用頻度

１.週に５回以上 ２.週に３～４回
３.週に１～２回 ４.月に１～２回
５.年に数回
６.利用していない（質問②へ）

Ｂ.利用目的
１.通勤・通学 ２.通院
３.家事・買い物 ４.仕事(運送・営業等)
５.観光・レジャー６.その他

Ｃ.主な
交通手段

１.乗用車 ２.大型貨物
３.小型貨物 ４.その他

対象区間の課題A～Eについて、「問題と思わない」～「問題と思う」
の４段階で評価してください。

A.災害や天候による影響を受けやすい

B.交通事故の危険があり安全性が低い

C.通行止めが多く物資輸送が不安定

D.観光ルートで使用する際に悪天候や災害といったリスクを感じる

E.走行環境が悪く救急搬送に支障がある

質問②-1

質問②-2

「問②-1」のA～Eの課題以外に、対象区間で
課題と感じることがあれば、具体的に記入してください。

質問③

「新潟山形南部連絡道路」全体について、ご意見がありましたら、
ご自由にお書きください。

国道113号(対象区間)の道路利用について質問①

国道113号(対象区間)の課題について

その他の課題について

新潟山形南部連絡道路について

質問票（回答ハガキにご記入をお願いします。）


